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→→→→「Swirl-Awa-eater Single-jet」型――― 
 

（１）[気泡(気体)量／液体量]≧１の場合でも、気泡を１００(%)除去！！ 

（２）高圧吐出ポンプとの構成で、「脱泡」→→「脱気」を実現！！ 

（３）５(㍑/min)～≧５０００(㍑/min)の大流量処理を安価に実現！！ 

（４）費用不要で、「脱泡」機能に「微粒子除去」機能追加も可能！！ 

（５）～３０００(cPs)粘度の“スラリー流体”にも適用可能！！ 

（６）安価のため、「脱気」の前処理用に、最適！！ 
 

①特 徴            【特許申請中、更に技術創成中】 
『ＳＡＳ型スワール・泡イーター』は、“～５０００(㍑/min)～１０,０００(㍑/min)｛＝３,０００(m3/hour)｝”を超え
る大流量処理が、安価に可能で、また、テフロンを損傷しない「耐食性流体」にも適用が可能です。 
 

 

②用 途  
★ 印刷、成型、塗装、洗浄等の行程で、流体の気泡を除去し、製品の不良を防止。 
★ 液体充填や流量計計測時に、流体中の混入気泡を除去して計測精度を向上。 
★ 食品や化学製品等の加工ラインで原料に含まれる気泡を除去して品質向上。 
★ 潤滑油中の気泡除去により、磨耗や摩擦による性能劣化防止、他････。 
★ 熱交換媒体中の気泡を排除して、「熱交換効率」の向上。 

 

構 造―【構造的には、２型式が用意されています！】 
 図１に、『ＳＡＳ型泡イーター（bubble-eater）』の基本構造を、また、
写真１に、ＳＵＳ３０４製の、２種類のＳＡＳ型「スワール・泡イーター」

の外観を示す。特許申請中〔特願２０１０－１９５５１０〕の̶̶ＳＡ

Ｓ｛Swirl Awa-eater Single-jet｝型「スワール・泡イーター」は、超

高性能の、ＳＡＭ型が、２～１２個の“多数のジェット（Multi-jet）”で、

強力な旋廻流を形成させているのに対して、単孔ジェット（Single-jet）で、

速度減衰を最小にする構成で渦流生成させています。すなわち、“安価に”大

流量処理の脱泡器を提供する事が、ＳＡＳ型「スワール・泡イーター」の基

本目的です。構造的には、①ハウジングがストレート（Straight）構造の『Ｓ

ＡＳ－Ｓ型』と、②旋廻流半径を小さくして脱泡効果を高めた̶̶ハウジン

グがスロート（Throat）構造の『ＳＡＳ－Ｔ型』の２種類から成ります。 

 適用流体粘度が「≦１００(cPs)」程度の場合は、『ＳＡＳ－Ｓ型』で充分
対応可能です。但し、粘度が「≧１００(cPs)」程度の場合は、旋廻流半径が
小さい『ＳＡＳ－Ｔ型』の方が、脱泡効率が高く成ります。 
 

《泡イーター（bubble-eater.com）》は、(株)技術開発総合研究所の商品名称であり、 
当該「気液分離装置（脱泡槽）」は(株)技術開発総合研究所の独創的な特許申請商品です。
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図１ 基本構造 

(1)  配管に直結して、外部エネルギー不要で、「気泡除去(脱泡)」→→→→「脱気」が可能。 
(2)  気泡分離状態が外部から目視できる。{透明樹脂／ガラス製の場合} 
(3)  構成材料の選定により、腐蝕性の流体、食品、化学薬品等にも適用可能。 
(4)  先進材料により、耐熱４００(℃)、耐圧１０(MPa)にも適用可能。 
(5)  分解洗浄、保守管理も簡単です。{分解構造型の場合} 
(6)  スワール・ジェットの交換で、最適セッティングや適用流量の変更可能。{ジェット変更仕様の場合} 
(7)  適用流体は、≦３０００(ｃPs)程度の“比較的低粘度”流体です。 

世界最高性能の『bubble-eater／bubble-eliminator』
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ＳＡＳ－Ｓ型概観写真 ＳＡＳ－Ｔ型概観写真 
 

写真１ ＳＡＳ型「スワール・泡イーター」の基本構造 
 

作動原理 図１に示すように、圧送ポンプ等で「泡イーター」の「①入口管(部)」に供給された気液
混在流体は、その中に設けられた「②スワール・ジェット」を介して、「③ハウジング」の外周部に偏芯して供給され、

渦流(スワール)が形成される。スワールは、「③ハウジング」内に保持され、“分離気泡”は、「③ハウジング」
中央部に配置された『④バブル・パイプ』を介して、排出されます。一方の“浮遊気泡・溶存気

体”流体は、「③ハウジング」内を高速回転しながら下降します。 

この渦流回転による強力な“遠心力”効果により、気泡のない重い液体は、「③ハウジング」の外周部、一

方、気泡を含む軽い液体は、『④バブル・パイプ』内に集まり、気泡(気体)は、液体に比して比重が軽く、浮力があ

るため、ハウジング上部に浮上し、泡イーター上部の「⑤蓋」中心部の気泡出口より排出されます。 

一方、気泡のない流体は、ハウジング内で旋回しながら、更に、「気／液」分離作用をされながら、ハウジングを下

降して、その旋回流を阻害しないように、旋回方向に、ハウジング外周部に偏芯して設けられた「⑥出口管(部)」から
外部に排出されます。 

【極限脱泡－脱気】 「脱泡→→脱気」に至る性能発揮のためには、如何に強力な“旋回流
(Swirl)”を形成させるかに有ります。このためには、吐出圧力性能に優れたポンプ｛渦式ポンプ、カスケード・ポ
ンプ、容積型ポンプ等｝を選定・適用する事に成ります。 

【異物除去】 「ＳＡＳ型スワール泡イーター」の大きな特徴は、（１）脱泡・脱気機能に加えて、
（２）異物除去機能も機能させる事が可能です。勿論、（３）スラリー流体などの場合は、「異物除去機能」を持たせ

ない事も可能です。このように、（株）技術開発総合研究所は、ユーザー様の様々な要求に合わせた、最高性能の『脱

泡・脱気装置』を提供させて戴きます。 
 

《関係情報》ヤマサ醤油（株）様に納品した、弊社『４２００(kg/hour)流量の大型̶スワール泡イーター』が 
１９９９年０２月０９日から本格稼動し、「ゴマだれ――めんつゆ」の毎分２００本の充填製造に成功。 
従来は、毎分１００本の製造でも、「内在する気泡の影響」で充填トラブルを招くため、検査・修復人員を２人配置し

ていたが、これを廃止することが可能となった。→→→→→→{日本経済新聞 1999 年 4月 19日掲載}
 

構成材料と適用流体 ＳＡＳ型「スワール・泡イーター」の標準材料は、表１に示す

ごとく、（１）ＰＶＣ樹脂製と（２）金属製｛①ＳＵＳ３０４(標準材料)、②ＳＵＳ３１６、③テフロン・コー

入口→→→ 
入口→→→

出口→→→ 
出口→→→

↑気泡排出孔↑気泡排出孔 

ドレイン↓↓↓ 

出口→→→ 
システム構成する場合、配管接続時に、

少なくとも「入口部」より高く配管して

下さい。可能ならば、「スワール・泡イー

ター」本体より高く配管して下さい。 

気泡 気泡 
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トＳＵＳ３０４、④チタン等｝の二種類です。なお、ユーザー様の様々なご要求や、ご指定の特注仕様での材料構成

も可能ですので、ご相談下さい。 
 

表１ 標準構成材料と適用流体の一例 
形式名称 構成部品 ＰＶＣ樹脂 金属材料構成（一例） 

ＳＡＳ型 

①入口配管 ＰＶＣ（ＨＴ－ＰＶＣ） ＳＵＳ３０４（ＳＵＳ３１６、チタン、内面テフロン・コート）

②スワール・ジェット ＰＶＣ（ＨＴ－ＰＶＣ） ＳＵＳ３０４（ＳＵＳ３１６、チタン、内面テフロン・コート）

③ハウジング ＰＶＣ（ＨＴ－ＰＶＣ） ＳＵＳ３０４（ＳＵＳ３１６、チタン、内面テフロン・コート）

④バブル・パイプ ＰＶＣ（ＨＴ－ＰＶＣ） ＳＵＳ３０４（ＳＵＳ３１６、チタン、テフロン・コート） 

⑤上下ハウジング ＰＶＣ（ＨＴ－ＰＶＣ） ＳＵＳ３０４（ＳＵＳ３１６、チタン、テフロン・コート） 

⑥出口配管 ＰＶＣ（ＨＴ－ＰＶＣ） ＳＵＳ３０４（ＳＵＳ３１６、チタン、内面テフロン・コート）

≪適用流体≫【材料構成により異なります】（１）耐圧≦２０(MPa)程度まで対応可能、（２）適用流体温度
＝－５０～２５０(℃)、（３）それぞれの構成材料の、①ＰＶＣ樹脂、②ＳＵＳ３０４｛ＳＵＳ３１６等｝、③テフロン・コートＳＵ

Ｓ３０４等を損傷しない流体。 
 
流量と概略外径寸法 
一例として、表２に、『ＳＡＳ型ＳＡＳスワール・泡イーター』の標準流量形式と概略外径寸法の関係を示す。

「≦５(㍑/min)」の適用流量に対しては、基本的には、『ＳＡＭ型』等が選択されます。 
 

表２ 標準スワール泡イーター の構造と寸法 
 

型式 ０００５ ００１０ ００２０ ００５０ ０１００ ０２００ ０５００ １０００ ２０００ ５０００

［入口・出口配管］ 

φｄ（Ａ）／φｄ（Ｂ） 

1/4（Ｂ）／

８（Ａ）

3/8（Ｂ）／ 

１０（Ａ） 

1/2（Ｂ）／

１５（Ａ）

3/4（Ｂ）／

２０（Ａ）

１（Ｂ）／ 

２５（Ａ）

２（Ｂ）／ 

５０（Ａ）

３（Ｂ）／ 

８０（Ａ） 

４（Ｂ）／ 

１００（Ａ） 

６（Ｂ）／ 

１５０（Ａ）

８（Ｂ）／ 

２００（Ａ）

［入口・出口型式］ Ｒネジ Ｒネジ Ｒネジ Ｒネジ Ｒネジ ＪＩＳ１０Ｋ ＪＩＳ１０Ｋ ＪＩＳ１０Ｋ ＪＩＳ１０Ｋ ＪＩＳ１０Ｋ

［ハウジング外径］ 

φＤ（Ａ）／φＤ（Ｂ） 

１1/2（Ｂ）

／４０（Ａ）

２（Ｂ）／ 

５０（Ａ） 

３（Ｂ）／ 

８０（Ａ）

４（Ｂ）／ 

１００（Ａ）

５（Ｂ）／ 

１２５（Ａ）

１０（Ｂ）／

２５０（Ａ）

１２（Ｂ）／ 

３００（Ａ） 

１６（Ｂ）／ 

４００（Ａ） 

２４（Ｂ）／

６００（Ａ）

３６（Ｂ）／

９００（Ａ）

高

さ

関

係 

Ｈ(mm) １５０ ２３０ ３００ ３５０ ４００ 600 900 1400 1600 ２０00

Ｈ１(mm) ２５ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ９０ １２０ １６０ ２００

Ｈ２(mm) （１００） （１７０） （２２０） （２５０） （２８０） （４６０） （７２０） （１１６０） （１２８０） （１６００）

Ｈ３(mm) ２５ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ９０ １２０ １６０ ２００

Ｒｃ Ｅ 1/8（Ｂ） 1/4（Ｂ） 3/8（Ｂ） 1/2（Ｂ） 3/4（Ｂ） １（Ｂ） １（Ｂ） １1/2（Ｂ） ２（Ｂ） ２（Ｂ）

Ｗ(mm)  １２０ １６０ ２００ ３００ ３７５ ４００ ５００ ７００ ９００ １２００

【註】①形式における“数字-####”は、凡そ、「０．１(MPa)時の“泡イーター”の圧損」を意味します。②当該機
器を用いて、圧損「ΔＰ」の場合の適用流量Ｑは、“水”の場合、『Ｑ≒####√（１０×「ΔＰ」）』で概算されます。③

ＳＡＳ型泡イーターは、お客様のご要望に合わせて設計・提供しますので、外観寸法は、目安と考えて下さい。④当該「Ｓ

ＡＳ－＊０２００」型以上の大流量形式の「入口・出口」形式は、“フランジ仕様”と成ります。 
 

システム構成  
図４に、「スワール・泡イーター」を《圧送型システム》に構成した例を示す。 
気液混在液体の充填された「①タンク」下部から→→→→流体は「②供給ポンプ」により→→→→「④泡イーター」

に供給される。「②供給ポンプ」により「④泡イーター」への供給流量(＝負荷圧力)を調整するための「⑤流量調整弁」
が、「④リリース流路」に設けられている。「④泡イーター」で気体と液体が分離され、気体は、「⑧気泡排出量調整弁」

→→→→「⑦気泡排出ライン」を介して→→→→「①タンク」上部に分離される。 
「⑧気泡排出量調整弁」の調節は、液体の還流が許される場合は、大きめに開放する事により、充分な性能で「ス

ワール・泡イーター」を機能させる事ができる。 
しかし、可能な限り、還流液体量を少なくしたい場合は、液体に比べて気体の流量係数が数十倍大

きい事を利用して、等価流路断面内径を「≧φ０．３(mm)」程度に絞る。この結果、「⑦気泡排出ライン」からは、
気泡のみが排出される事に成ります。なお、「④泡イーター」から分離された気泡を効果的に排出させるために、「⑨

泡イーター負荷圧力計」の圧力が凡そ０．０１～０．０２(MPa gauge)｛当該圧力を≧０．２(MPa gauge)としても、機
能上、基本的な問題は有りませんが、低く抑える事が適切です｝程度と成るように、「⑩、⑪の圧力調整弁」を調整する。 
なお、「⑩圧力調整弁」の設けられた循環ラインは、機器供給流量を一定調整する場合や気泡の除去率を高める場合

以外は、設ける必要は有りません。 
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番号 構成部品名称 番号 構成部品名称 

① 液体タンク ⑥ 気泡排出ライン 

② 圧送ポンプ ⑦ 出口圧力計 

③ 入口圧力計 ⑧ 流体循環ライン 

④ スワール・泡イーター ⑨ 機器供給流量調整弁 

⑤ 気泡排出調整弁 ⑩ 循環流量調整弁 
 

設置・配管に際しての注意事項 
① 「スワール・泡イーター」内部に、“液体”を満たすように、「≧Hm(mm)」高さに配管する事。 
② 収集された“気泡”を、液中に戻さない事。可能ならば、内壁に出口端を向けて、壁面流と成るようにする。 
③ 循環ラインのリターン側は、液中に戻す事。 
④ 供給ポンプからの「吐出流量」を、「④」の弁でリターンさせる事により調整して、「⑤」への供給圧力「③」を調整します。

「③」の圧力を大きくするに連れて、脱泡（脱気）性能が向上します。 

⑤ 理想的には、入口圧力「③」と出口圧力「⑧」の圧力差が、「≧０．０５(MPa)」の関係に有る事。この圧力差が大で有るほ
ど、脱泡（脱気）性能が向上します。 

⑥ “気泡”のみを戻す場合は、最小流量まで絞る事、リターン流量に問題が無い場合は、性能上は、液体も戻す事。 
⑦ 「⑨」と「⑩」の、２台の流量調整弁を用いて、機器への必要流量を管理する事。 

⑧ 
メンテナンスは、基本的に不要。（イ）「スワール・泡イーター」本体の破損や漏洩を生じない限り、半永久的稼動が可能。但

し、（ロ）堆積物が有る場合は、必要に応じて、ドレイン孔から、堆積物を排出の事〔異物除去機能付きの場合〕。 
 

図３ 配置構成（参考） 
 

また、「④泡イーター」を効果的に機能させるには、ΔＰ＝(「③供給圧力計」̶「⑨泡イーター負荷圧力計」)

の差圧を大きくする事が重要です。ΔＰの凡その目安は、「ΔＰ≧０．０２(MPa)」程度ですが、気泡の除去効率向上

① 

②

③

⑤

⑥ 

⑦ 

気泡排出を、液中や

液面落下させては、

行けません！！ 

気泡のみを排出した

い場合は、⑥を絞り

ます！！ 

循環流量が許容でき

る場合は、①の液中

に還流させます！！

④
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のためには、「ΔＰ≧０．１(MPa)」程度まで加圧可能な「②供給ポンプ」を構成することが重要です。気泡除去効率
は、「ΔＰ」を大にするに連れて、向上しますが、その効果は、「√ΔＰ」に比例します。即ち、「ΔＰ」を大にする

に連れて、〔脱泡〕→→→→〔脱気〕機能を発揮します。 
【《註》『〔脱泡〕→→〔脱気〕機能』を発揮させるには、構成するポン

プ性能が重要です。このためには、①渦流ポンプ、②カスケード・ポンプ、

③容積型ポンプ等を選定して下さい。なお、（株）技術開発総合研究所では、「脱

泡・脱気システム」の製造も受託しておりますので、ご相談下さい。】 
 
泡イーター取扱方法 
「泡イーター」を使用するに当たり、次の点に注意して下さい。 
 

(１) 「スワール・泡イーター」は旋回流による遠心分離効果を

利用しておりますので、気泡除去（脱泡・脱気）効果を高めるには、この旋

回流を強くする事が重要です。しかし、流体の粘度が大きくなりますと、粘

性による減衰効果により気泡除去効率が低下しますので、適用流体の粘度≦

３００(cPs)｛≦３０００(cPs)｝程度を目安として下さい。【《註》高粘度流体や完
全除去等の高度気泡除去を望む場合は、「スクリュー泡イーター〔特注〕」あ

るいは、「ＣＪＶ泡イーター〔特注〕」等、他の技術が適当です。】 

(２) 気泡の混在は、《圧力要因と温度要因》から成ります。旋

回流を利用している関係から、減圧レベルには限界が有るため、基本的には、

《圧力要因の気泡》の除去しかできません。すなわち、《温度要因の気泡》の

除去は困難ですので、この点、注意してご使用下さい。また、弊社の「泡イ

ーター」は同種の原理では世界最高の気泡除去を行いますが、“原理的に

減圧レベルに限界” が有り、《真空脱泡方式》に迫る“極限脱泡”を行いますが、真空脱泡性能には劣

るため、この点、注意して下さい。 

(３)設置ラインには、『機器供給必要圧力』＋『泡イーター作動圧力(≧０．

１(MPa))』の吐出性能を有する「②供給ポンプ」が必要です。圧送能力さえあ
れば、基本的には、渦巻ポンプやカスケード・ポンプ、あるいはベーン・ポンプ

等の容積型ポンプ等の形式は問いませんが、攪拌形式のポンプの方が、気液混在

状態を破壊するため、「スワール・泡イーター」の気泡分離効果を補助する傾向

に有ります。 

(４)「泡イーター」の接続部には、「入口／出口」が有ります。これを

逆接しますと、全く機能しないため、必ず、“入口部から流体を供給する”よう

に、十分注意して配管して下さい。 

(５) 他の市販商品に比して、「スワール・泡イーター」が優れてい

る点は、「気体／液体」割合が“≧１００(％)”の条件でも、脱泡性能を失わな

い事です。但し、「スワール・泡イーター」が機能するには、容器内

部が、液体で満たされている事が必要です。このため、『出口部配管を入口部よ

りも高く』して配管する等、“容器内に液体が充填される”よう

に配慮して配管して下さい。 

(６)「スワール・泡イーター」は、気泡除去(脱泡・脱気)器ですが、

原理的には、「軽質成分／重質成分」分離器でも有ります。このため、『ＳＡＳ

型』では、お客様ご希望により、（イ）脱泡(脱気)機能に加えて、（ロ）液体中の

『微粒子や異物等の“重質成分”』の除去機能も、同時に持たせる事が可能です。

（ハ）勿論、スラリー液のように、微粒子除去を嫌う場合は、当該機能をさせない事も可能です。但し、製造後

の変更は出来ませんので、注意して下さい。 
 

納入実績は？ これまでに、（株）技術開発総合研究所の製品は日本有数の企業各社に納品され、優

れた性能実績を築いて来ました。但し、『納品先―秘密保持』を希望される企業様、OEM企業様が多いた

め、（株）技術開発総合研究所では、企業名に関しましては、総て、非公開とさせて戴いております。 
 

泡イーター形式表示 「スワール・泡イーター」の標準形式は、このカタログ

でご紹介した̶̶①ＳＡＳ(Single-jet)の他に、②ＳＡＭ(Multi-jet)、③ＳＡＭ－Ｅ(Economy-硬質塩化ビニ

 
 

写真２ 透明構造 

意匠登録中 

 
 
写真３ 作動状態例

強力な旋回流 

SAM型泡イーター 
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ル製溶接仕様)、④ＳＡＭ－Ｂ(ＳＡＤ)(Bottle-ガラス瓶仕様)、⑤ＳＡＴ(Teflon -テフロン製安価仕様)、等か
ら成ります。これらの「泡イーター®」の型式表示方法を、表２に示す。 
 

ＳＡ ＊ ― ＊ ＃＃＃＃ ＊ ＊ ＊ ＃ ― ＃＃＃＃ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

表２ 「スワール・泡イーター」の型式表示（例） 
 

-----------------性能改善と向上のために、仕様変更されることが有りますので、ご容赦下さい----------------- 
 

≪注意≫当該カタログは、「ＳＡＳ型スワール・泡イーター」に付いての専用カ

タログです。他の型式に関しては、それぞれの個別カタログをご参照下さい。 
（カタログ改定̶０） 

 

（株）技術開発総合研究所®の開発商品は、『生産物賠償責任保険（あいおい損害保険㈱）』により責任保証（１９９４年以来）されております。
 

※技術の直送便――直販事業部【E-mail；staff@techno-direct.com】
 

   (株)技術開発総合研究所≪技術開発総合研究所.com≫ 
       {〒３０５－００４２ 茨城県つくば市下広岡７２５－２９}{TEL.(029)857-6010,FAX.(029)857-8357} 

E-mail；y-hommoh@bubble-eater.com､E-mail；y-hommoh@advanced-techno-future.com

    

→→→→「(株)技術開発総合研究所は、情熱ある中小企業に、“心ときめく夢”を提供し、 

“明日に煌（きらめ）く技術”を育成します。←←←← 
 
 

『＃＃＃＃』には、シリアル・ナン

バーが記載されます。 

『＃』には、接続配管の口径が記載されます。「Ｒ」

はオネジを、「Ｒｃ」はメネジを意味し、「０６」は

「1/8(B)」、「０８」は「1/4(B)」～「２５」は「１(B)」
を表します。また、特注仕様のホース配管の場合は「φ

＃」と外形寸法が記されます。 
『＊』には、バブル（気泡）排出管材質が記載されます。 

『＊』には、スワール・ジェット材質が記載されます。 

『＊』には、ハウジング材質が記載されます。材質記号は、総ての“泡イーター”

に共通です。即ち、Ｐ（ＳＵＳ３０４）、Ｓ（ＳＵＳ３１６）、Ｂ（ＰＶＣ樹脂）、

Ｄ（デルリン̶ＰＯＭ樹脂）、Ｒ（ＰＰＳ樹脂）、Ｋ（アクリル樹脂）、Ｔ（テフ

ロン）、Ｃ（セラミックス）、Ｇ（強化ガラス）と記号表示されます。 

『＃＃＃＃』には、流体として“水（粘度＝１(cP)）”を供給した場合の、ΔＰ＝０．１
(MPa)圧損時の流量『Ｑ(㍑/min)』が記載されます。供給差圧が“ΔＰ(MPa)”の時の流
量は、「Ｑｘ(㍑/min)＝Ｑ√１0×ΔP」で概算されます。 

『＊』には、「スワール・泡イーター」の構造形式を表す記号が記載されます。ＳＡＳ型では、「Ｓ」は

「Straight」を、「Ｔ」は「Throat」を意味し、ＳＡＳ型では、この二種のみです。 
なお、ＳＡＭ型では、安価なＰＶＣ樹脂｛気泡除去状態の観測が可能｝製の「Ｅ(Economy)」、ガラ
ス瓶を用いた、気泡除去観測可能な「Ｂ(Bottle)」、ガラスあるいはＳＵＳ３０４等の各種材料選択
可能なハウジングから成る「Ｇ (General)」、ハウジング上部で旋回流発生させる「Ｄ
(Down-flow)」、超小型を意味する「Ｃ(Compact)」等の記号が記載されます。 

『＊』には、旋回流（スワール Swirl）を生成させるジェット形式が記載されます。『ＳＡＭ』の「Ｍ」は「Multi-jet」
を、『ＳＡＳ』の「Ｓ」は「Single-jet」を意味します。安価目的、異物除去機能が必要な場合は「ＳＡＳ」型が、高度
な脱泡の場合「ＳＡＭ」型が選択されます。 


